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                      総 会 次 第 

１．開会宣言 

 

２．会長挨拶 

 

３．総会成立宣言 

 

４．議長選出 

 

５．議事 

      １）第１号議案  平成２０年度事業報告及び決算関係書類承認の件 

                      （監査報告） 

      ２）第２号議案  平成２１年度事業計画（案）及び収支予算（案）承認の件 

 

      ３）第３号議案  経費の賦課金徴収方法決定の件 

 

      ４）第４号議案  役員改選の件 

 

         

 

 

６．議長挨拶降壇 

 

７．万歳三唱 

 

８．閉会のことば 

 

                     懇親パ－ティ－ 

 

１．会長挨拶 

 

２．来賓祝辞 

 

３．乾 杯 

 

４．中 〆 

 

 



第１号議案  

 平成２０年度  事業報告書     自 平成２０年５月１日  至 平成２１年４月３０日 

 

１． 概況                      

昨年９月中頃からアメリカ発の急激な経済の悪化により、世界中が不景気の渦に巻き込まれ

てしまいました。１００年に一度といわれる、誰もが経験したことのないこの不況に世界は勿論、

国内の大手企業も大きなダメージを受けてしまいました。自動車関連、金型、金属、運送、家電、

雑貨、プラスチック、紙、ありとあらゆる分野の商品の物流が一旦は滞ってしまい大半の企業は

工場の稼動率が５０％以下になってしまい大手企業は売上げ、予算の下方修正の連続でありま

した。雇用者は、人員削減、給与削減そして労働時間、労働日数削減と未曾有の事態になって

しまいました。高値を続けていた石油も一気に急落し、いったい昨年の高値は何だったのか、ア

メリカのマネーゲームだったのか。 

海外に於きましても昨年の９月中頃から中国への輸出は殆どの会社がストップされ日本の輸

出業者は一旦は途方に暮れる程でした。多少の動きは有りましたが、何もかも売れるというわ

けにはいきませんでした。その後中国の春節があけ多少景気の上向きを期待したのですが、さ

ほど変化は無く、むしろ悪くなり、エンプラ関係の単価も下がった気配です。現在は企業努力と

国の追加経済景気対策そして銀行金利を下げ活性化に努力しており、ここに来てアメリカ、中国、

に於いては多少の消費の動きが出てきたようです。ロンドンで行われたＧ２０の金融サミットによ

り、ＮＹ株価も一旦は＄８０００を回復していますが。しかしアメリカは、マネーゲームの影響が大

きい国です、回復は意外と早いかと思いますが、それは、上辺だけの景気であり真の景気回復

には繋がりません。よって、その後の景気は短期間で不安定な動きをすると思います。どちらに

しましても、今後の景気動向はアメリカが立ち直らないことには暫くこの厳しい状況が続くと思い

ます。しかし、如何なる状況下にあっても私たち工業会は、お互い情報交換をし、諦めることなく

この不況に立ち向かっていきたいと思います。 

 

２．会員の移動 

                 区分 

会員 

２０年４月 ２１年４月 増減 摘要 

関東ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ協同組合 ４９ ４９   ０  

日本合成樹脂有効利用組合     ５ ５    ０  

東日本ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ再生協同組合 ３８ ３７ －１  
愛知県ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ協同組合 ４０ ３６ －４  

北陸合成樹脂商工会     ５     ５   ０  

京滋ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ工業会    １２    １１ －1  
関西ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ商工会    １４ １４   ０  
九州ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ工業会     ６  ６   ０  
個人会員     ６     ６   ０  

合計 １７５  １６９ －６  

 



３．会議開催状況 

（1）総会 

イ．開催日時   平成２０年６月１７日（火） 

   ロ．開催場所   東京第一ホテル 錦（名古屋） 

   ハ．出席者数   ３１名  （本人出席２６名  （委任状５名））／総数４７名（愛知県含む） 

   ニ．議事の経過及び議決の結果 

       平成１９年度事業報告及び決算を承認したあと、平成２０年度事業計画及び 

予算案を議決した。そして、経費の賦課金徴収方法の件、全議案を審議終了した。 

 

（２）第１回常任理事会 

イ．開催日時   平成２０年６月 1７日（火） 

   ロ．開催場所   東京第一ホテル 錦（名古屋） 

   ハ．出席者数   ２１名 （本人出席１６名 （委任状３名））＋事務局２名 

   ニ．協議事項  

１．第３２回通常総会及び懇親パーティの役割分担について 

２．平成１９年度決算報告、平成２０年度予算案の審議について 

３．全日本ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ工業会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ開設について 

４．ＮＰＯ法人エコキャップ推進協会のエコキャップの進め方について 

５．市況分析その他 

 

（３）第２回常任理事会 

   イ．開催日時   平成２１年３月５日（木） 

ロ．開催場所   東京第一ホテル 錦（名古屋） 

   ハ．出席者数   ２２名 （本人出席１８名 （委任状２名））＋事務局２名 

   ニ．協議事項 

１．総会について 

        イ）開催日について 

        ロ）ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙについて 

        ハ）仮決算報告 

        ニ）事業計画（案）・予算（案）について 

２．役員改選について 

  イ）常任理事・理事の算出基準について 

  ロ）会長・副会長及び専務理事の改選について 

３．全日本ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ工業会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼについて 

４．リサイクル推進協議会の表彰について 

５．エコキャップの現状報告及び取り組み方（問題点）  

６．その他 

 

       

  



会計監査報告書 
 

     平成２０年度決算について厳正に監査した結果、別紙収支決算 

の通り間違いない事を報告致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               平成２１年６月１６日 

                        全日本プラスチックリサイクル工業会 

   

                              監事   井 上   謙 

                           監事   中 山  晃一 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２号議案                 平成２１年度 事業計画書（案） 

                        自  平成２１年５月 １日 

                        至  平成２２年４月３０日 

 

１． 基本方針 

１００年に一度と言われる未曾有の不況の中、各企業の経営も大変困難な次期にさしかかっ

ております。また世界も大きく変わって行くと考えられます。私たちプラスチックリサイクル工業会

も時代に沿った形で変化していかざるを得ないと思います。こうした時、必要なものは、まず情

報です、情報を流し合うことにより新たなアイデアーが生まれてくると思います。そして最大の目

的であるプラスチック循環型社会の形成のため私たち会員企業が連携し、更なる組織強化と情

報提供をし、社会の発展に貢献していきたいと思います。 

 

        

２． 事業計画 

    （１）組織の拡大強化 

          組織の強化に努め、工業会の活性化を図る。 

 

    （２）広報宣伝活動 

          業界紙に広告を掲載する。 

          ホームページを活用する。 

 

    （３）教育情報・調査研究活動 

          ①組織の拡大強化 

                  組織の強化に努め、工業会の活性を図る。 

           ②業界懇親会開催 

                  業界の現況、今後の見通し及び当面する諸問題（特に環境・リサイ

クル関連）について情報交換を行い、検討・協議するため懇親会を

開催する。 

          ③関係団体等開催の講習会への参加 

 

    （４）関係官庁．団体との連絡 

             経済産業省化学課 

             日本プラスチック工業連盟 

             （社）プラスチック処理促進協会 

             日本プラスチック有効利用組合 

             中国国家質量検験検疫総局 

 

 

 



第３号議案   経費の賦課金徴収方法決定の件（案） 

 

       ※定款第１２条 

        ・本会は、その行う事業の費用（使用料又は、手数料をもって充てるべきものを除

く）に充てるための会員に経費を賦課することができる。 

        ・前項の経費の額、その徴収の時期及び方法その他必要な事項は、総会において

定める。 

         ※会費 金５，０００円／一社  ※時期－総会後３ヶ月以内 

         ※方法は振込手数料を差し引かない。個人会員は除き各団体単位。 

 

第４号議案    役員改選について（案） 

      平成２１・２２年度    一期２年間におきましては 

会長  （関東） 大塚一郎氏 

副会長  （愛知） 浅野敏夫氏  （関西） 本城康司氏  （東日本） 中村昌仁氏 

専務理事  （関東） 井上 謙氏 

   会計担当  （関東） 石塚勝一氏 

常任理事１９名（監事２名を含む（愛知）藤井達雄氏・（関西）二井真氏） 

相談役３名 （関東）進藤善夫氏 （愛知）磯野俊雄氏 （九州）江上幸隆氏 

理事２６名（北陸は１名の理事の割当がありますが該当なしの回答により２７－１＝２６） 

常任理事（１９名）、理事（２６名）、相談役（３名）の合計４８名の役員構成組織となります。 

以上、ご提案させていただきます。 

 

※ リサイクル推進協議会の表彰について                           

  平成２０年度は「関東ブロック」の会員から推薦した。 

  但し、ブロックによって会員数が異なるため、公平性という立場から五つのグループに再編し、

そのグループ中で協議してもらい推薦する。 

    

年度 グループ 各ブロック名（会員数・・・多少増減はあります） 

Ｈ２０年度   Ａ 関東プラスチック（４９社） 

Ｈ２１年度   Ｂ  東日本プラスチック（３７社）．日本有効（５社） 

Ｈ２２年度   Ｃ 愛知県プラスチック（３６社） 

Ｈ２３年度   Ｄ 北陸合成（５社）．九州プラスチック（６社）．個人会員（６社） 

Ｈ２４年度   Ｅ 関西プラスチック（１４社）．京滋プラスチック（１１社） 

                                             計１６９社 

グループの動き（Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ） 

平成２１年度は、日本有効より辞退の申し出があり、東日本プラスチック再生（協）に決まった。 

  株式会社 ナガシマ化学工業    代表取締役 長嶋一洋氏 

  〶289-0424  千葉県香取郡山田町新里 1084 

          TEL 0478-78-2407  FAX 0478-78-2044 


